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研究成果の概要（和文）：慢性疾患患児を育てる母親の心理的適応の変化について明らかにするために、質問紙調査を
行った。健康な子どもの母親と比較した結果、慢性疾患のある子どもの母親は精神的健康がよくないものが多く、レジ
リエンス（心理的に柔軟な強さ）も低いことが明らかになった。
また、子どもの入院中と退院後の継続比較が行えた母親は3名であり、精神的健康が改善している母親が3名中2名であ
った。今後も調査を継続していていく予定である。

研究成果の概要（英文）：This questionnaire survey was conducted to know the change of stress coping among 
mothers of children with chronic condition. Results showed that mental health of mothers of sick children 
was worse than that of mothers of healthy children, and also in regard to resilience which indicate psycho
logical flexible strength.
As longitudinal study, stress coping of 3 mothers compared when their child in hospital and when their chi
ld out of hospital. About 2 mothers, mental health was improved after their children were discharged hospi
tal.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 小児期の難治性疾患の救命率は著しく向
上し、長期生存者としての慢性疾患患児とそ
の家族の QOL が注目されている。看護学領
域でも小児がんの親のコーピングが検討さ
れるなど知見が得られつつあるが、多くは横
断的研究であり、入院中あるいは外来という
限定された状況下での家族の心理状態が理
解されるにとどまっている。そこで、本研究
は慢性疾患患児の親のストレス・コーピング
構造を縦断的に研究し、経時的な変化を明ら
かにすることを目的とする。さらに健康児の
親の心理状態と比較することにより患児の
親の心理的適応を明らかにする。これらのこ
とによって、子どもの入院中から退院後まで、
家族の変化を包括的に考慮した家族支援へ
の示唆が得られると考えた。 
 
２．研究の目的 
（１）慢性疾患患児の親のストレス・コーピ
ング構造を縦断的に研究し、構造の経時的変
化を明らかにする。 
（２）慢性疾患児の母親のストレス・コーピ
ングを健康児の母親のストレス・コーピング
と比較することで、その特徴をより明確にす
る。 
 
３．研究の方法 
（１）概念分析と概念枠組みの検討 
 慢性疾患をもつ子どもの家族の心理的適
応に関する文献検討を深め、概念分析を行っ
た。その結果をもとに概念枠組みを作成した。 
 
（２）調査票の作成 
 作成した概念枠組みをもとに、調査票を作
成した。調査内容は基本属性、育児状況の他、
精神的健康（GHQ28 日本語版）、コーピング
（TAC-24）、レジリエンス（森他、2002）か
ら構成した。 
 
（３）データ収集 
 作成した調査票を用いて慢性疾患患児の
親の心理的適応についてのデータを収集し
た。対象者は以下の通りである。 
①入院中の子どもの母親 
 長期的に入院している子どもの母親を対
象に調査を行った。 
②退院後の子どもの母親 
 ①の母親について、子どもが退院した後に
外来にて２回目の調査を行い、縦断的データ
を得た。 
 また、同時に小児科外来に継続的に通院し
ている子どもの母親から同様の質問紙によ
りデータ収集を行い、横断的データを収集し
た。 
③健康児の子どもの母親 
 ②の横断的データと比較する対照群とし
て、同一地域の保育所、小学校、中学校を通
して健康児の母親のデータ収集を行った。 
 

（４）分析方法 
 記述統計の他、群間比較のためにパラメト
リック検定を行い（p<0.05）、慢性疾患患児
の母親の心理的適応についてその特徴を検
討した。 
 また、慢性疾患患児の母親及び健康児の母
親について、共分散構造分析を用いてモデル
を検証した。 
 
４．研究成果 
（１）概念分析の結果 
 慢性疾患患児と家族のストレス・コーピン
グに関する文献を再検討した。なかでも困難
な状況からの回復力である「レジリエンス」
の概念は近年看護学や心理学、精神医学の分
野で注目されており、本研究においても非常
に重要な概念になると思われた。そこで、
L.O.WalkerとK.C.Avantの方法に基づきレジ
リエンスの概念分析を行った。その結果レジ
リエンスを定義付ける属性として、逆境から
の跳ね返り、ポジティブであること、柔軟性
の３つが明らかになった。 
 
（２）対象者に関する検討 
 研究代表者が先行して行った慢性疾患患
児の両親のストレスに関するデータを再度
分析し、夫婦ペアでの検定を実施することに
より、父親と母親の違いという視点で分析し
た。その結果、父親と母親では同じ病児を育
てる環境であっても、コーピングに違いがあ
ることが明らかになり、ストレス・コーピン
グには性差があることが確認された。そこで、
本研究の対象者については性別を限定する
こととし、子育てにおいて中心的役割を担う
ことが多い母親を対象に調査を行うことと
した。 
 
（３）縦断的調査の結果 
入院中の子どもの母親 16 名からデータを

得た。子どもの疾患は、小児がん、心疾患、
腎疾患などであった。子どもの退院後、外来
受診時に２回目の調査を行ったが、研究期間
中に縦断的データが得られたのは3名であっ
た。このうち子どもの退院後母親の精神的健
康が改善した事例は 2名であり、この 2名は
心の柔軟な強さ、回復力を意味するレジリエ
ンスも向上していた。個人属性と合わせて考
えると心理的ストレスの状態は、入院中の付
添の有無や退院後の育児環境によって影響
されることが考えられた。コーピングに関し
ては、下位尺度によって傾向が異なっていた
が、3 名とも退院後は「放棄・諦め」得点が
入院中より低くなっていた。今後も可能な限
りデータを集積させ継続的に分析していく
ことで、患児家族の看護に寄与するデータが
得られると考える。 
 
（４）健康児の母親との比較 
①慢性疾患患児の母親 247 名と、健康児の母
親322名の心理的適応に関する横断的データ



を比較した。対象者の平均年齢は 39.0±6.8
歳であり、子どもの平均年齢は 8.8±4.9 歳
で、いずれも両群で有意差はなかった。子ど
もの疾患は多い順に、心疾患、アレルギー疾
患、小児がん、腎疾患、神経疾患などであっ
た。子どもに疾患がある母親では、専業主婦
の割合が 31.6%であり、これは健康児の母親
と比べて有意に高かった。また、子どもに疾
患のある母親では、子どもの祖父母と同居し
ている割合も 44.1%と高かった。家族内での
育児のサポートが得られると答えた割合は、
病児の母親では 80.2%、健康児の母親では
77.7％と両群に有意差は見られなかった。し
かし、「家族以外の育児サポート」について
「有り」と答えた割合は、健康児の母親では
64.6％に対し、病児の母親では 54.7%と有意
に低かった。 
各尺度の得点を比較した結果、慢性疾患患

児の母親ではGHQ28の下位尺度「身体的症状」
「不安と不眠」「うつ傾向」において高得点
を示し、精神的健康状態が良くないことを示
していた。また、GHQ 採点法により何らかの
異常ありと判定された対象者の割合は、いず
れの下位尺度でも病児の母親の方が多く、特
に「不安と不眠」においては病児の母親群で
15.0%と有意に多かった。 
また、レジリエンスに関しては慢性疾患患

児の母親は「I AM」「I WILL/DO」因子におい
て有意に低いことが明らかとなった。同様に
コーピングでは病児の母親では「肯定的解
釈」が低かった。 
 これらの心理的状態について属性による
違いがあるか検討した。子どもの主な疾患別
に検討した結果、神経疾患患児の母親では
「不安と不眠」の傾向が有意に強く現れてい
た。また、病児の母親では「家族以外の育児
サポートがある」と答えた群で精神的健康は
よく保たれており、レジリエンスも有意に高
かった。 
 
②母親の心理的適応に関連する複数の要因
の関連を検証するために、共分散構造モデル
を作成し、子どもの疾患の有無による多母集
団で検討した。その結果、2 つの集団に適合
する棄却されないモデルが得られた。モデル
の適合の良さを示す GFI(Goodness of Fit 
Index)は健康児の母親で 0.985、病児の母親
で 0.983 と 0.9 以上を満たしていた。パス係
数の推定値を比較すると、母親の心理的適応
を構成する因子は両集団ともに「自信」の影
響が強く表れており、「楽観視」から「肯定
的解釈」に有意なパスが確認された。さらに、
特に疾患のある子どもの母親の特徴を検討
すると「柔軟な力」を構成する「楽観視」と
「こころのゆとり」のパス係数が高いことが
いえた。 
  
これらの結果より、慢性疾患患児の母親は

精神的健康状態が良い状態とはいえず、「自
信」や「楽観視」「こころのゆとり」得点が

低い状態であると同時に、それらが心理的適
応において重要であることが確認された。子
どもの慢性疾患は問題解決的なコーピング
のみでは対処しきれない問題であり、楽観視
ができるような支持的な関わりが必要であ
ると考えられた。属性との比較から、家族以
外のサポートがあることは心理的適応にお
いて重要であることが示唆されている。今後、
その他の要因とも丁寧に付き合わせ比較す
ることで、慢性疾患患児の母親の心理的適応
について理解を深めることができると考え
る。 
本研究では慢性疾患患児の母親の心理的

適応の一部が明らかになった。しかし調査票
によるデータのみでは把握しきれないその
他の状況要因が母親の心理に影響している
可能性が考えられる。今後も継続的、発展的
に研究を進めていくことでより子どもと家
族の支援に役立つ示唆が得られると考えら
れる。 
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